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地
球
温
暖
化
の
抑
制
と
木
材
利
用

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）

が
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９
８
８
年
で
あ
る
か
ら
、
国
際

的
に
地
球
温
暖
化
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
30
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
地

球
温
暖
化
の
抑
制
に
対
し
て
木
材
利
用
が
果
た
す
役
割

は
以
下
の
三
つ
、
①
伐
採
木
材
製
品
の
長
期
利
用
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
固
定
、
そ
し
て
、
②
化
石
燃
料
と
の

代
替
お
よ
び
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
的
資
材
と
の
代
替
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
で
あ
る
。
①
は
、
建

築
物
や
家
具
等
の
使
用
期
間
が
長
い
最
終
製
品
に
木
材

を
利
用
す
る
こ
と
で
炭
素
を
長
期
間
固
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
②
は
、
木
材
燃
焼
に
よ
る
炭
素
は
大
気
中
の
炭

素
の
増
減
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
概
念
（
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
概
念
）
を
利
用
し
て
化
石
燃
料
と

の
代
替
を
図
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
も

の
で
あ
る
。
③
は
、
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
資
材
と

比
較
し
て
製
造
・
加
工
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少

な
い
木
材
製
品
と
そ
れ
ら
と
を
代
替
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
も
の
で
あ

る
。
木
材
は
、
比
強
度
（
単
位
重
量
当
た
り
の
強
度
）

が
大
き
い
こ
と
、
質
感
・
色
調
等
が
多
様
で
機
能
性
・

デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
る
こ
と
、
現
場
加
工
が
容
易
で
あ

る
こ
と
等
か
ら
建
築
材
料
に
適
し
て
お
り
、
製
材
、
集

成
材
、
合
板
、
繊
維
板
等
様
々
な
種
類
の
木
質
材
料
が

建
築
物
の
構
造
材
、
内
外
装
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。生

物
資
源
で
あ
る
木
材
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与

す
る
た
め
に
は
、
森
林
が
劣
化
す
る
こ
と
な
く
持
続
的

に
循
環
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。
そ

れ
が
実
現
で
き
な
い
場
合
、
木
材
の
持
つ
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
概
念
は
崩
れ
、
枯
渇
性
資
源
で
あ
る

化
石
燃
料
と
同
じ
よ
う
に
木
材
の
燃
焼
時
の
二
酸
化
炭

素
排
出
を
カ
ウ
ン
ト
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
17
の
目
標
を
見
た
時
、
森
林
づ
く
り
や
木
材
利
用

が
大
部
分
の
目
標
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
る
。
森
林
と
木
材
の
利
用
は
、
地
球
環
境
だ
け
で
な

く
経
済
お
よ
び
社
会
に
果
た
す
役
割
も
大
き
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
持
続
的
な
利
用
に
向
け
た

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
前
述
③
の
「
木
材
製
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

集
約
的
資
材
と
の
代
替
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減
」
に
関
し
て
、
建
築
材
料
に
焦
点
を
当
て
て
評
価

方
法
や
排
出
量
等
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
木
材
利
用

の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

製
品
等
の
環
境
負
荷
や
環
境
影
響
を
評
価
す
る

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

製
品
等
の
環
境
負
荷
を
評
価
す
る
手
法
の
一
つ
に
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
が

あ
る
。
Ｌ
Ｃ
Ａ
は
、
原
料
調
達
か
ら
製
造
、
使
用
、
廃

棄
に
至
る
製
品
等
の
一
生
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）
に
お

い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
の
投
入
量
と
環
境
負
荷
物

質
の
排
出
量
を
求
め
、
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
に
対
す

る
様
々
な
影
響
（
環
境
影
響
）
を
分
析
す
る
手
法
で
あ

る
（
図
１
）。
投
入
量
と
排
出
量
の
算
定
プ
ロ
セ
ス
は

イ
ン
ベ
ン
ト
リ
分
析
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
で
用
い
る
環
境

負
荷
の
原
単
位
に
は
、
通
常
、
国
内
外
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
利
用
さ
れ
る
。
こ
の
原
単
位
に
は
、
各
工
程
の
積

み
上
げ
に
よ
り
環
境
負
荷
を
算
定
す
る
「
積
み
上
げ

法
」
と
産
業
連
関
表
と
い
う
統
計
表
を
利
用
す
る
「
産

業
連
関
法
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と

短
所
が
あ
る
。
日
本
建
築
学
会
は
、
建
築
物
に
対
す
る

Ｌ
Ｃ
Ａ
の
必
要
性
を
認
識
し
、
20
年
以
上
も
前
か
ら
産

業
連
関
法
に
よ
る
原
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
な
ら

び
に
そ
れ
を
利
用
し
た
評
価
手
法
の
実
用
化
を
進
め
て

き
た
。
産
業
連
関
法
に
は
、
国
内
の
製
品
部
門
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
各
製
品
部
門
の
評
価
範
囲
が
統
一

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
各
製
品
部
門
の
環
境
負
荷
の
平
均

建
築
材
料
か
ら
見
た
木
材
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

その10
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自然エネルギー
を再考する



41

値
が
得
ら
れ
る
こ
と
等
の
長
所
が
あ
る
。
最
新
版
は
、

２
０
０
５
年
の
産
業
連
関
表
を
用
い
た
原
単
位
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
以
下
、
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
）（
参
考
文
献

１
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
建
築
材
料
の
１
㌔
㌘

当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
木
質
材
料
に
つ
い

て
は
、
製
材
が
０
・
４
０
７
㌔
㌘
、
合
板
が
１
・
０
６
６

㌔
㌘
、
木
製
建
具
が
２
・
９
２
１
㌔
㌘
、
木
製
家
具
・

装
備
品
が
５
・
０
９
６
㌔
㌘
等
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

木
質
以
外
の
材
料
に
つ
い
て
は
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

０
・
３
０
０
㌔
㌘
、
板
ガ
ラ
ス
が
０
・
９
３
２
㌔
㌘
、
普

通
鋼
形
鋼
が
１
・
３
７
２
㌔
㌘
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
泡

製
品
が
３
・
２
４
６
㌔
㌘
、
ア
ル
ミ
圧
延
製
品
が
９
・

３
６
６
㌔
㌘
等
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
果

の
み
で
各
製
品
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
優
劣
を
判
断

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

機
能
単
位
を
揃
え
て
製
品
を
比
較
す
る

Ｌ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
製
品
の
環
境
負
荷
を
比
較
す
る
場

合
に
は
、
比
較
対
象
シ
ス
テ
ム
の
同
等
性
が
評
価
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
、
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
評
価
を
行
う
製
品
の
主
要

な
機
能
を
定
量
化
し
た
も
の
を
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
専
門
用
語
で

「
機
能
単
位
」
と
い
う
。
例
え
ば
、
自
動
車
の
機
能
単

位
は
、あ
る
走
行
条
件
で
10
万
㌔
㍍
走
行
で
き
る
機
能
、

洗
濯
機
の
機
能
単
位
は
、
洗
濯
容
量
６
㌔
㌘
、
１
日
１

回
の
洗
濯
で
10
年
間
使
用
で
き
る
機
能
、
等
と
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
機
能
単
位
を
揃そ

ろ

え

な
い
と
製
品
同
士
の
環
境
負
荷
を
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

建
築
材
料
で
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？　

例
え
ば
、

鋼
製
梁
と
木
製
梁
の
機
能
単
位
を
揃
え
る
に
は
、
以
下

の
よ
う
な
手
順
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
建
築
物
の
設

計
情
報
か
ら
、
ス
パ
ン
、
材
質
・
樹
種
等
の
基
本
条
件

を
決
定
す
る
。
次
に
、
使
用
部
位
に
お
け
る
許
容
た
わ

み
量
、
荷
重
条
件
か
ら
梁
の
断
面
サ
イ
ズ
・
形
状
を
計

算
す
る
。
最
後
に
、
耐
用
年
数
の
違
い
を
考
慮
し
て
使

用
期
間
に
お
け
る
梁
の
交
換
回
数
を
設
定
す
る
（
た
だ

し
、
通
常
の
屋
内
利
用
で
あ
れ
ば
、
劣
化
に
よ
る
交
換

の
可
能
性
は
非
常
に
低
い
た
め
、
各
梁
１
本
を
比
較
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
）。
以
上
で
、機
能
単
位
の
揃
っ

た
重
量
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
原
単
位
を
乗
じ
る
こ

と
で
両
者
の
比
較
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
通
り
、
木

材
は
比
強
度
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
構
造
用

途
の
建
築
材
料
を
想
定
し
た
時
、
機
能
単
位
を
揃
え
れ

ば
、
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
も
木
材
の
方
が
軽
量
に

な
る
た
め
、
木
質
材
料
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
他
材

料
の
そ
れ
よ
り
少
な
い
の
は
一
般
的
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

し
か
し
、
普
通
は
各
梁
１
本
を
比
較
す
る
こ
と
な
ど

し
な
い
。
建
築
物
に
は
様
々
な
構
造
形
式
が
あ
り
、
用

い
る
部
材
の
種
類
、
寸
法
や
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た

構
造
（
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
な
ど
の
組
立
梁
）
が
千
差
万

別
で
あ
る
。
梁
１
本
の
比
較
だ
け
で
は
、
建
築
物
全
体

の
環
境
負
荷
の
ご
く
一
部
分
を
切
り
取
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。
従
っ
て
、
最
終
的
に
は
、
建
築
物
と
し
て
木
造
と

他
構
造
の
環
境
負
荷
量
の
検
証
が
必
要
に
な
る
。

構
造
の
異
な
る
建
築
物
の
比
較

２
０
１
８
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気

候
変
動
枠
組
条
約
第
24
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
）

に
お
い
て
、
国
連
欧
州
経
済
委
員
会
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
政

府
国
家
森
林
局
は
、
お
と
ぎ
話
「
三
匹
の
子
豚
」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
建
築
物
と
気
候
変
動
に
関
す
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
上
映
し
た 

（
図
２
）。
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
お

よ
び
木
造
住
宅
に
そ
れ
ぞ
れ
暮
ら
す
子
豚
が
い
た
。
そ

こ
に
狼
役
の
気
候
変
動
モ
ン
ス
タ
ー
が
現
れ
る
。
鉄
骨

造
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
住
宅
は
、
木
造
住
宅
と
比

較
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
そ
れ
ぞ
れ
３
割
、
４

割
高
い
。
さ
ら
に
木
造
住
宅
は
炭
素
を
長
期
間
ス
ト
ッ

図１

注）原料調達から廃棄までの範囲の一部を評価する場合もある
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ク
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
気
候
変
動
モ
ン
ス
タ
ー
は
木

造
住
宅
（
に
暮
ら
す
子
豚
）
に
勝
て
ず
に
消
滅
す
る
。

実
際
の
映
像
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
参
考
文
献
２
）

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
算
定
の
前
提
条
件
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

の
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
最
も
重

要
な
会
議
に
お
い
て
、
世
界
に
向
け
て
そ

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
た
こ

と
は
大
変
意
義
深
い
。

こ
こ
で
、
構
造
の
異
な
る
建
築
物
同
士

の
比
較
に
つ
い
て
、
産
業
連
関
法
と
積
み

上
げ
法
を
利
用
し
た
日
本
の
事
例
を
そ
れ

ぞ
れ
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
産
業
連
関
法
の
事
例
を
紹
介
す

る
。
前
提
条
件
と
し
て
、
建
築
物
は
基
本

的
に
は
一
品
生
産
で
あ
り
、
設
計
段
階
か

ら
建
築
物
の
機
能
単
位
を
厳
密
に
揃
え

て
構
造
別
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
難
し

い
。
も
し
実
施
す
る
場
合
に
は
、
試
設
計

に
よ
る
材
料
・
設
備
等
の
投
入
量
の
把
握

が
必
要
と
な
り
、
多
く
の
労
力
と
設
計
費

が
必
要
と
な
る
。
そ
の
点
、
産
業
連
関
法

に
よ
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
は
環
境
負
荷
を
マ
ク
ロ
に

捉
え
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
。
前
述
の
Ａ

Ｉ
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
、
用
途
「
在
来

住
宅
」
の
延
べ
床
面
積
１
平
方
㍍
当
た
り

の
原
材
料
調
達
か
ら
建
築
ま
で
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
構
造
別
に
見
る
と
、
木
造

が
５
４
４
・
５
㌔
㌘
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

鉄
骨
造
は
７
９
２
・
１
㌔
㌘
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
は
７
７
６
・
３
㌔
㌘
と
な
っ

て
い
る
。
鉄
骨
造
お
よ
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
在
来

住
宅
は
、
木
造
在
来
住
宅
と
比
較
し
て
約
４
割
排
出
量

が
高
く
、
前
述
の
「
三
匹
の
子
豚
」
の
結
果
と
類
似
し

た
。
な
お
、「
在
来
住
宅
」
以
外
の
全
て
の
用
途
に
お

い
て
も
、
木
造
建
築
物
の
排
出
量
は
他
構
造
の
も
の
よ

り
低
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
に
は
物
件
の
平
均
規
模
が
反

映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
構
造
の
違
い
に
よ
っ
て
建
築
物

の
平
均
階
数
や
延
べ
床
面
積
が
異
な
る
こ
と
（
鉄
骨
造

お
よ
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
物
は
木
造
建
築
物

よ
り
も
平
均
規
模
が
大
き
い
）
に
留
意
す
る
必
要
は
あ

る
も
の
の
、
延
べ
床
面
積
当
た
り
の
排
出
量
を
構
造
別

に
見
れ
ば
木
造
が
最
も
低
い
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で

あ
る
。

次
に
、
積
み
上
げ
法
に
よ
る
比
較
事
例
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。
積
み
上
げ
法
に
よ
る
詳
細
な
報
告
事
例
は
多

く
な
い
が
、
最
近
発
表
さ
れ
た
原
著
論
文
（
参
考
文
献

３
）
に
お
い
て
以
下
の
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
２
階

建
て
、
約
４
０
０
平
方
㍍
の
学
校
建
築
物
を
対
象
に
、

木
造
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
）（
注
）、
鉄
骨
造
お
よ
び
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
原
材
料
調
達
か
ら
建
築
ま
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
造
と
比
較
し
て
そ
れ

ぞ
れ
３
割
、
２
割
の
排
出
量
削
減
効
果
が
認
め
ら
れ
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

私
の
知
る
限
り
、
木
造
建
築
物
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
は
他
構
造
の
も
の
よ
り
も
低
い
と
い
う
の
が
評
価
の

大
勢
で
あ
る
。
し
か
し
、
４
階
建
て
の
耐
火
建
築
物
を

対
象
と
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
と
他
構
造
の
環
境
影
響 (

地

球
温
暖
化
も
含
ま
れ
る) 

の
評
価
事
例（
参
考
文
献
４
）

は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
は
耐
火
被
覆
の
石
膏
ボ
ー
ド
や
Ｃ
Ｌ

Ｔ
パ
ネ
ル
の
使
用
量
の
増
加
に
よ
り
、
他
構
造
よ
り
も

環
境
影
響
が
大
き
く
な
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
純
粋
な
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
で
は
な
く
、
鉄
骨
と
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
工
法
と
す
る
こ
と
で
環
境
影
響
が
他
工
法
以

下
と
な
る
代
替
案
も
示
さ
れ
て
い
る
。
耐
火
構
造
が
必

要
と
な
る
中
層
以
上
の
木
造
建
築
物
は
、
今
後
需
要
の

図２
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拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
環
境
負
荷
量
に

つ
い
て
Ｌ
Ｃ
Ａ
事
例
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
で
見
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
大
半
は
使
用

段
階
（
住
宅
で
あ
れ
ば
居
住
時
）
に
起
因
す
る
た
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
と
っ
て
建
築
物
の
断
熱
・
気
密
性

能
や
設
備
の
省
エ
ネ
性
能
は
重
要
で
あ
る
。

取
り
扱
い
に
注
意
が
必
要
な

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
概
念

Ｌ
Ｃ
Ａ
で
は
、
通
常
、
木
材
の
燃
焼
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
排
出
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。
例
え
ば
、
製
材
乾
燥

で
消
費
さ
れ
る
工
場
端
材
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
消

費
す
る
チ
ッ
プ
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
は
計
算
に
含

め
な
い
。
そ
れ
は
、
木
材
燃
焼
に
よ
る
炭
素
は
、
樹
木

が
成
長
時
に
大
気
か
ら
吸
収
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
の
総
量
を
増
加
さ
せ
な
い
と
い
う

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
欧
米
で
は
、
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ　

ｄ
ｅ
ｂ
ｔ
（
炭
素
負
債
）、
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ　
ｐ
ａ
ｙ

ｂ
ａ
ｃ
ｋ 

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
（
炭
素
回
収
期
間
）、
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ

ｏ
ｎ　
ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ　

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ（
炭
素
等
価
期
間
）

な
ど
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
10
年
来
の

議
論
が
あ
る
。
そ
れ
は
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。木
材
燃
焼
に
よ
る
炭
素
を
森
林
が
再
吸
収
し
、

固
定
す
る
ま
で
に
実
際
に
は
期
間
を
要
す
る
。
そ
の
た

め
、
一
時
的
に
「
炭
素
負
債
」
が
生
じ
る
。
ま
た
、
樹

木
が
生
育
す
る
気
候
や
樹
種
に
よ
っ
て
「
炭
素
回
収
期

間
」
は
大
き
く
異
な
る
。
さ
ら
に
、
発
電
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
時
、
発
熱
量
当
た
り
の

排
出
量
は
、
化
石
燃
料
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
木
材
シ
ス
テ

ム
の
方
が
大
き
い
（
図
３
）
た
め
、
化
石
燃
料
と
等
価

の
排
出
量
と
な
る
ま
で
の
期
間
（「
炭
素
等
価
期
間
」）

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

概
念
は
、
木
材
を
産
出
し
た
森
林
が
伐
採
前
の
元
の
状

態
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
植
林
さ
れ
、
適
切
に
管

理
さ
れ
て
元
の
資
源
量
ま
で
再
成
長
す
る
こ
と
が
前
提

で
あ
る
。
元
の
森
林
よ
り
生
産
力
の
低
い
土
地
に
植
林

し
た
場
合
、
植
林
し
て
も
適
切
な
施
業
が
行
わ
れ
な
い

場
合
、
植
林
し
な
い
場
合
お
よ
び
森
林
以
外
の
土
地
に

転
用
さ
れ
た
場
合
は
、
炭
素
回
収
期

間
が
長
く
な
る
、
な
い
し
は
炭
素
を

回
収
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。

我
が
国
の
森
林
・
木
材
の
研
究
者

の
間
で
は
、
伐
採
後
の
森
林
は
元
の

状
態
に
戻
る
と
い
う
性
善
説
に
基

づ
き
、
こ
れ
ま
で
木
材
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
議
論
が
十

分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
（
自
戒
の
念
も
込
め
て
）。

木
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
マ
テ
リ

ア
ル
需
要
の
拡
大
に
よ
っ
て
国
内
で

は
過
剰
伐
採
が
進
み
、
森
林
の
持
続

可
能
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
地
域
も

あ
る
。
今
ま
さ
に
、
伐
採
後
の
再
造

林
や
持
続
的
な
伐
採
可
能
量
な
ど
に

関
す
る
議
論
を
深
め
、
木
材
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
担
保
に
向
け

た
理
論
武
装
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
）
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は
Ｃｒｏｓｓ 

Ｌａｍ
ｉｎａ
ｔｅ
ｄ 

Ｔ
ｉｍ
ｂｅｒ
の
略
称
で
、
細
長

い
板
を
並
べ
た
層
を
繊
維
の
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
重
ね
て
接
着
し
た
大
型

の
木
質
パ
ネ
ル
。
こ
れ
を
床
、
壁
、
屋
根
な
ど
に
使
用
し
て
建
築
物
を
建
て
る

工
法
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
と
い
う
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
に
よ
る
建
築
物
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
と
比
較
し
て
軽
量
、
工
期
が
短
縮
さ
れ
、
現
場
の
省
力
化
も
図
れ
る

と
さ
れ
る
。
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